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2021 年、皆さんに新年のご挨拶をしないまま 2 ヶ月が過ぎてしまいました。 

何もかもがコロナウイルスに埋め尽くされた 2020 年。 

今までなら春には春の色、夏に夏の、秋に秋、冬には冬と、四季がなくなった昨今ですが、それでも季節の色が

ありました。しかし昨年は同じ色がずーっと続き、暗い景色の中に閉じ込められている様な毎日でした。 

そして再びの緊急事態宣言の発出… 

｢状況はまだまだ暗いトンネルの中なのだ｣と暗澹たる気持ちになります。 

 

 一昨年中国武漢から始まったこのウイルスは、人の命、繋がり、時間、財産、職業とたくさんの大切なものを

奪っていきました。 

｢コロナが憎い｣そんな言葉もよく耳にします。この間の事を考えれば、それは至極まっとうな感情なのだと思い

ます。でも一方で、｢コロナウイルスだけが悪いのか？｣とも考えます。 

 

 ｢危機は本質をあぶり出す｣ 

 

 この頃こんな言葉をよく思い浮かべます。 

地球温暖化の問題は言うまでもなく、政治の腐敗や経済の行き詰まり、さらには非正規雇用、DV や貧困の問題

などなど、今盛んに騒がれている事はコロナ以前からあったもの、それがこのウイルスによって、より鮮明に炙

り出されただけなのかもしれません。 

そして、見て見ぬ振りをしてきた不都合な事実達が勢いを増して噴き出す中、何をすればいいのか途方にもくれ

ます。 

 

 しかしこんな状況だからこそ、社会福祉法人として棕櫚亭も何ができるのかを考えていきたいと思っています。 

その取り組みの一環として、一旦棚上げにしていたビジョンプロジェクトを昨年の夏に再スタートとさせました。 

感染防止を第一に活動を進めてきた 2020 年でしたが、感染防止の目的がただ感染防止で留まるのはもったいな

い事、そこにかけたエネルギーをその先の何かにつながるものにしたいと考えての事です。 

その再開にあたっては、｢私にとってコロナとは？｣「棕櫚亭にとってコロナとは？」「地域や社会にとってコロナ

とは？｣と、様々な切り口からこのコロナウイルスが自分に社会にどんな影響をもたらしたのかを、職員全体で議

論しました。 

感じた思いや感触を言葉にする事は思った以上に難しくもありましたが、みんなの思いを共有した時間は、とて

もいいものでした。今後は、来年度一年間をかけてビジョンという形につなげていきたいと思っています。 

 

 さらに嬉しいお知らせもあります。棕櫚亭が東京都から「東京都女性活躍推進大賞」を受賞しました。森元首

相の「女性蔑視問題」が騒がれる中、その重みを一層感じる受賞です。いち早く女性活躍の場を女性自らが作り

出したのが棕櫚亭です。 

その創設世代から育み続けた土壌に、見事な花が咲いたような嬉しい気持ちになりました。（詳しくは後のページ

に掲載します。） 

 

 今の社会は確かに暗く閉塞感に満ちているかもしれません。でもそんな時にでも、どこかに窓はあるはず、そ

して今、この社会に必要な作業はその窓を探し、開け放していく事だと思います。一つでも多くの窓を探し、風

通しを良くしていく… そんな解放感にあふれる場をまた棕櫚亭が育んでいけたら、こんなに素晴らしい事はあ

りません。そこを目指し、今年もメンバー・職員と共に頑張っていきたいと思います。 

多摩棕櫚亭協会 賛助会通信 第131号 

このコロナ渦の中で ～ひとつでも多くの窓を開け放つ～ 

理事長 小林 由美子 
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法人事務局  荒木 浩 

ホームページでも報告させていただきましたが、法人が「東京都女性活躍推進大賞」を受賞しました。名だた

る企業が大賞に並ぶ中、居心地の悪さを感じつつも、共同作業所時代から培われた法人のありようがこのような

形で評価されたことは喜ばしい限りです。 

 

多くの方はこの賞をご存じないのではないでしょうか？ 

かくいう私も見聞きしたことがありませんでした。とはいえ、古くからお付き合いいただいている方には「棕

櫚亭」＝「女性の活躍」が結びつく方も多く、偶然目にした賞に応募し、受賞したとお思いの方も多かろうと思

い、担当者として「応募」→「受賞」に至るストーリーを少し書きたいと思います。 

世代交代から始まる応募へのストーリー 

多摩棕櫚亭協会は小林由美子理事長を中心に経営・支援体制の世代交代を果たす中で、理念を軸に 10 年先を

見据えたビジョン策定のための「（棕櫚亭）ビジョンプロジェクト」を昨年立ち上げています。コロナ禍で進捗は

若干遅れているのですが、それでも粛々と歩みを進めています。参考のためにネットで様々な法人のビジョンを

読み漁っている中で、東京都でも「『未来の東京』戦略ビジョン」というものが作られていることを知りました。

紙面の関係で詳しくは書きませんが、都が「2040 年代に目指す 20 のビジョン」と「2030 年に向けた 20 の

戦略」を掲げ、その推進の一環として「東京都女性活躍推進大賞」事業を行なっていることを知り、応募するこ

とになったのがそもそもの始まりです。 

女性活躍だけが、受賞の理由ではない？ 

上記「2030 年に向けた 20 の戦略」を読むと「戦略

３ 女性の活躍推進戦略」が「女性活躍推進大賞」と直接

には結びつくのはわかりやすいと思います。しかし、右の

受賞理由をよくよく読むと「女性の活躍」だけが評価され

ているのではないことがわかります。法人の取組が 「戦

略 5 誰もが輝く働き方実現戦略」 「戦略６ ダイバー

シティ・共生社会戦略」 「戦略７ 「住まい」と「地域」

を大切にする戦略」でも評価されていることがわかります。

つまり、「棕櫚亭は女性が活躍しているのは、まぎれもな

い事実だけれど、それだけが受賞の理由ではない」という

ことです。…と、文章をここまで書いて原点に立ち返ると、

私たちの障がい者福祉活動こそが、誰もが社会で生き生き

と活躍することの支援であり、その精神が過去から今に受

け継がれ、今回評価され、未来に向け大切にすべきこととの気づきのなかで気が引き締まる思いです。 

受賞にあたってはこれまでも活動を暖かく見守り、時に励ましていただいた皆様のおかげであると感謝の念に

堪えません。紙面を借りて、改めてお礼申し上げ、報告に代えさせて頂きます。 

多摩棕櫚亭協会が「東京都女性活躍推進大賞」を受賞しました 

活躍大賞受賞理由 

【キャリア形成のための制度を整備し、モチベー

ションを持って働き続けられる職場を実現】 

 性別・年齢・障害の有無にかかわらず意思決定

への平等な機会を提供するため、小規模施設な

がら階層役割、昇格基準を明確にしたキャリア

制度を構築 

 法整備がされていない時代から育児が必要な

職員に配慮した働き方を進め、子育て経験を持

つ職員が法人の管理職として活躍 

 地域の子供食堂運営に参画し貧困や育児課題

と地域の活性化にも寄与   （下線は筆者） 

「東京都女性活躍推進大賞」…東京都では、全ての女性が意欲と能力に応じて、多様な生

き方が選択できる社会の実現に向けて、女性の活躍推進に取り組む企業や団体及び個人に

「東京都女性活躍推進大賞」を贈呈しています。 
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2019 年度(令和元年度)会計報告 
昨年度の会計報告の抜粋となります。会計報告の詳細を含む法人

の経営情報は、棕櫚亭ウェブサイトにてご覧いただけます。 

裏面に続く 
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【編集】国立市富士見台 1－17－4 

社会福祉法人 多摩棕櫚亭協会 

はれのちくもり編集委員会 

Tel 042-575-5911 

【発行】特定非営利活動法人 障害者団体定期刊行物協会 

〒157-0072 世田谷区祖師谷 3-1-17-102 

Tel 03-6277-9611 

【定価】100 円 

 

【編集後記】 
 

ウェブサイトにて 

最新の情報をお届けしています。 

☞『棕櫚亭』で検索 

www.shuro.jp 

2021 年度（令和 3 年度）賛助会費 お振込み用紙同封のお知らせ 

賛助会員の皆様には、いつもご支援賜り厚くお礼申し上げます。 

この度は、新型コロナウイルスの影響により本通信の発行が遅れましたこと、ならびに 2019 年度、

2020 年度 賛助会費お振込みのご案内ができず、ご迷惑・ご心配をお掛けし大変申し訳ございませんで

した。 

今年度も残すところあと僅かとなりますので、来年度、2021 年度（令和 3 年度）賛助会費のお振込

み用紙を同封いたしました。個人会員様 2000 円、団体会員様 5000 円からにて、引き続き変わらぬ

ご支援を頂けましたら幸いです。何卒よろしくお願いいたします。 

 
お振込先 

金融機関名 ゆうちょ銀行 

口座名義 （社福）多摩棕櫚亭協会賛助会 

口座番号 普通 00110-2-425269 

新型コロナウイルスへの対応に関するお知らせ 
 

基本的に全事業所ともに通常開所し活動しています

が、宣言期間中は一層の感染防止強化のため以下の取

り組みを行っております。 皆様にはご不便をおかけし

ますがご協力お願い致します。 

また状況に応じて変更する場合もありますので、最新

の詳細に関しては、ホームページをご覧いただくか、

各事業所までお問合せください。 

 

全事業所 

マスク着用・検温・手洗い消毒などの徹底のお願い 

飛沫拡散防止パネルの設置 

 

ピアス  9:00-17:00 

希望者には半日利用などの対応 

食事やプログラム時における分散化 

定着支援事業：ご希望があればオンラインや電話によ

る面談の導入 

 

オープナー 10:00-18:00 

可能であれば、企業訪問や来所による面談のオンライ

ンへの切り替え（ただしご希望があるものについては、

今まで通りのサービスを行っています） 

 

棕櫚亭Ⅰ 9:00-15:00 までの活動時間の短縮 

半日単位の利用へのご協力お願い 

食事提供プロクラムの中止、一部プログラムの縮小 

なびぃ 10:00-18:00 

フリースペース：14:00-18:00（飲食は控えて頂

き、30 分程度の滞在時間の協力のお願い） 

各種プログラム：時間や人数を縮小しながら継続、

ただし密が生じやすい場合は休止 

相談・訪問・同行等の個別支援：ご不安やご希望に

応じて、電話面談への変更や延期などの対応（また

場合によりこちらから延期や時間短縮等の変更を

お願いすることもあります） 


